
レフリーが「声かけ」して(子供達を)バックアップする運動 

(略して RKB 運動)の概要   ミニ CS 部会 

 

一般的にレフリーの初心者は、「声かけ」をすることが極端に少ない方が多いです。 

ミニのレフリーは、コーチングしながらペナルティーを未然に防ぐプリベントコールが必

要になります。自分の頭の中を整理するためにも「声かけ」(プリベントコール)が重要です。 

 

【例えばタックルが成立時】 

１、 タックルが成立したら、「ボールを放して」をコールして「ゲート」ができること

を意識します。 

２、 「後ろから」とコールして 

→2 番目・3 番目にボールに働きかける選手が「ゲート・イン」しているかを確認 

 (していない選手は「オフザゲートのオフサイド」になります。) 

３、「ゲート・イン」してジャッカルしている選手を妨げている寝ている選手がいれば、 

「ノット・リリース・ザ・ボール」の反則になります。 

４、ラックになった時は、「ラック」とコールしてオフサイドラインを意識します。 

  →横からラックに入ろうとする選手には「後ろから」とコールしてオフサイドを防ぎ

ます。 

  →ラックになったらジャッカルしている選手には「手を放して(ハンズ・オフ)」とコー

ルして手を使わせないようにする。手を使っている選手がいれば「ハンド」の反則

です。 

 

【例えば、モール成立時】 

１、 ボールを持ち込んだチームが、2 人以上になったときに「モール」とコールして 

オフサイドラインを意識する。 

→横からラックに入ろうとする選手には「後ろから」とコールしてオフサイドを防ぎ

ます。 

２、 ラックになった場合は、立ってプレーするように「立って」とコールする。 

 

 

 

 

 

 



 

【例えばモールをどちらかが押し始めた場合】 

１、倒れないことを確認してモールから離れた選手は「後ろから入るように」「入り直して」

と指示・コールをする。 

２、２ストップした場合は、ボールを出せせる「ボールを出そう・出して」とコールして

ボールを出させる。 

３、出せない場合、出さない場合は相手ボールのスクラムから再開する。 

 

 

【例えば、キックした場合】 

１、キッカーより前にいる選手には「動かない (ステイ)」とコールしてオン・サイドにな

るまで留まるように指示する。 

→キッカーより前の選手が、ボールに働きかければオフ・サイドの反則です。 

 

 

【例えばノックオンかノックバックかどちらとも取れる場合】 

１、ノックオンの場合は、アドバンテージのシグナルをして「ノックオン・アドバンテー

ジ」とコールしてアドバンテージ側が有利になった場合は、「アドバンテージ・オーバ

ー」とコールしてプレーを継続する。 

  アドバンテージ側が有利にならない場合は、アドバンテージのシグナルをそのままし

て、ノッコンのジェスチャーをすればよいので、慌てない。 

２、ノックバックの場合は「ノックバック (後ろ)」とコールして、「プレー・オン(続けて)」

とコールしてプレーを続行させる。 

この場合は、ノックオン・ノックバックの判断は迅速にする。 

 

 


